
〈課題〉  

● 各種団体間での連携が

必要 

● 参加者が少なくなって

きている 

 
課題解決に向けて 

● 既存のサロンの継続や

参加者増加の為の工夫

を行う 

● 自治会、民生委員等の

団体間の連携を強める

取 

●  小地域で声かけし合

い、誘い合って参加す

る 

 

 

  

 

 

〇 分館だより発行（４月） 

〇 地域消防団との交流 

（６月） 

〇 ふれあいサロン（７月） 

〇 運動会（１０月） 

〇 各種研修会等参加 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 防災・災害についての情

報を知らなかったり、分

かりにくい人がいる 

（避難所や配布されたﾊｻﾞ

ｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等について） 

● 防災について大きな地

域では役割分担ができ

ているが、小地域では

ない 

 
課題解決に向けて 

● 防災大会で得た情報や

知識を役員だけではな

く、小地域で住民全員に

伝わる様な工夫をする 

● それぞれの地区ごとの

役割を作ったり、検討し

ておく。 

 

 

〇  地域消防団との交流

（６月） 

〇 自主防災大会（９月） 

〇 年末特別警戒（１２月） 

 

 

 

 

 

 

●池田１区～４区地区データ                            （令和元年９月末現在） 

地区の人口 2,142 人  世   帯   数  1,089 世帯  

１ ４ 歳 以 下  194 人  一人暮らしの高齢者世帯数（※）     145 世帯 

１ ５～６４歳 1,003 人  高 齢 者 のみ世 帯 数 (※）     63 世帯 

６ ５歳 以 上 945 人  高  齢  化  率（６５歳以上）     44．1  ％  

７ ５歳 以 上 536 人  後期高齢化率（７５歳以上）    25．0  ％ 

地域の資源（特徴） 

銀行、郵便局、病院、歯医者、県民局、市役所、教育センター、消防署、税務署、保健所、池田

駅、バスターミナル、たばこ資料館、ショッピングセンター、飲食店、銭湯、いこいの家、えびす

神社、医家神社、杉尾神社、和霊神社、黒住神社、諏訪神社、諏訪公園、へそっこ公園、ふらっ

とスクエア、武家門、阿波踊り、酒まつり、うだつマルシェ、銀座よろず市、えびす祭、御日待

さん など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 支援について協議する

機会がない 

● 協力体制ができていな

い 

 
課題解決に向けて 

● 多くの人が参加し協議

できる場を作る。（時間

や曜日等も検討する） 

● 民生委員や自治会長と

の連携を強めて事業に

取り組む。 

● 普段からの近所付き合

いでの見守りやネット

ワーク会議等での情報

共有 

 

 

 

 

〇 男性料理教室（２月） 

〇 ささえあいネットワー

ク会議（３月） 

〇 ふれあい郵便（通年） 

 

① 「地域の絆づくり」 

の推進 

②「援助が必要な方に

対する支援」の推進 

「声かけ見守り」で豊かで住みよいまちづくり 

 

池田１区～４区地区のまちづくりプラン 

③「安全で安心豊かな

まちづくり」の推進 

≪ 継続して取り組んでいく事業 ≫ 

（※）は、65歳以上で、社会福祉協議会の地域福祉台帳への登録数（登録は任意） 


